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更
新

洋
語
と
日
本
語

萩
原

義
雄

こ
と
ば
の
ま
え
に

欧
米
諸
国
の
言
語
に
留
ま
ら
ず
ロ
シ
ア
語
や
中
国
語
・
韓
国
語
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
諸
言
語
が
日
本
語
と
融
合
し
て
い

る
現
代
の
私
た
ち
の
生
活
で
は
、
言
語
快
適
空
間
と
い
う
か
多
種
多
様
の
洋
語
文
字
や
言
語
が
生
活
空
間
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
言
語
は
、
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
た
ち
が
自
国
よ
り
発
信
し
続
け
た
結
果
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
文
化
の

る
つ
ぼ
」
と
で
も
呼
べ
る
世
界
が
こ
の
日
本
国
に
今
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
異
な
る
言
語
は
、
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら
現
代
日
本
国
の
今
後

を
展
望
し
て
み
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
関
わ
り
は
、
南
蛮
文
化
の
時
代
に
遡
る
。
そ
れ
以
前
の
日
本
に
異
国
の
人
々
が
来
訪
し
た
正
式
記
録
は
、

『
日
本
後
紀
』
巻
八
、
延
暦
十
八(

七
九
九)

年
七
月
是
月
の
条
に
、

是
月
。
有
一
人
乗
小
船
。
漂
着
参
河
国
。
以
布
覆
背
。
有
犢
鼻
。
不
着
袴
。
左
肩
着
紺
布
。
形
似
袈
裟
。
年
可
廿
。
身
長
五

尺
五
分
。
耳
長
三
寸
餘
。
言
語
不
通
。
不
知
何
国
人
。
大
唐
人
等
見
之
。
僉
曰
。
崑
崙
人
。
後
頗
習
中
国
語
。
自
謂
天
竺
人
。

常
弾
一
弦
琴
。
歌
声
哀
楚
。
閲
其
資
物
。
有
如
草
実
者
。
謂
之
綿
種
。
依
其
願
令
住
川
原
寺
。
即
売
随
身
物
。
立
屋
西
外

路
辺
。
令
窮
人
休
息
焉
。
後
遷
住
近
江
国
々
分
寺
。

*
1

棉
：「棉
」と
「綿
」と
い
う
字
の
違
は
、
実
を
収
穫
し
て
種
を
取
り
除
い
た
段
階
ま
で
が

「棉
」。
そ
の
後
、
機
械
や
道
具
で
打
っ
て
ほ
ぐ
し
た
も
の
が
「
綿
」
と
区
別
し
て
表
記
す
る
。

と
あ
っ
て
、
小
舟
に
乗
っ
た
崑
崙(

イ
ン
ド)

人
が
、
棉*

1

の
種
を
持
っ
て
三
河
国
に
漂
着
」
し
た
と
い
う
の
が
最
古
の
渡
来
記
録
で
あ

る
。
こ
の
人
物
が
常
言
し
た
で
あ
ろ
う
異
言
語(

外
国
語)

は
、
今
に
何
も
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、
日
本
人
が
海
を
漂
流
し
て
外

国
の
地
、
露
国(

ロ
シ
ア)

に
漂
着
し
た
記
録
も
古
代
記
録
か
ら
は
見
出
せ
に
く
い
。
ま
し
て
、
西
洋
の
異
邦
人
が
此
列
島
の
地
に
古

の
昔
、
足
跡
を
留
め
た
こ
と
自
体
希
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
東
北
の
地
に
は
不
思
議
な
伝
説
も
数
多
く
伝
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
今
後
の
日
本
の
方
言
で
あ
る
言
語
地
理
学
研
究
の
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
や
も
し
れ
な
い
。
今

は
、
遠
い
世
界
を
夢
見
る
に
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
て
の
西
洋
語

日
本
人
が
、
は
じ
め
て
西
洋
の
言
語
と
接
し
た
の
は
、
葡
語(

ポ
ル
ト
ガ
ル)

で
あ
っ
た
。
東
洋
貿
易
を
活
発
に
し
て
い
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
一
隻
が
天
文
十
二
年(

一
五
四
三)

に
タ
イ
か
ら
中
国
の
寧
波
に
向
か
う
途
中
、
頽
風
に
遭
遇
し
、
大
隅
国
の
種
子
島
に

ニ
ン
ポ
ー

た

ね

が
し
ま

漂
着
し
た
。
こ
の
時
に
乗
船
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
「
鉄
炮
」
を
使
っ
て
、
そ
の
計
り
知
れ
な
い
威
力
兵
器
と
火
薬
を
我
が
国
に

伝
授
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
日
本
で
も
鉄
炮
は
中
国
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
南
九
州
で
は
使
用
さ
れ
て
い
た
と
も
云
う
。

日
本
列
島
へ
の
航
海
路
が
知
ら
れ
る
と
、
春
か
ら
夏
、
季
節
風
を
利
用
し
て
、
九
州
地
方
に
日
本
人
が
珍
重
す
る
生
糸
を
積

ん
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
船
が
豊
富
な
銀
を
求
め
て
入
港
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
言
語
で
の
や
り
と
り
は
、
習
得
が
意
外
に
早

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
せ
る
日
本
人
も
誕
生
す
る
。
薩
摩(

鹿
児
島)

の
サ
ム
ラ
イ
、
ア
ン
ジ
ロ
ウ
と
い
う
。
彼
が

日
本
を
離
脱
し
、
マ
レ
ー
半
島
の
南
岸
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
り
、
こ
こ
で
イ
エ
ズ
ス
会
ス
ペ
イ
ン
宣
教
師
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ャ
ビ
エ
ル
と

接
触
す
る
。
こ
の
二
人
の
出
会
い
が
、
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
布
教
へ
と
進
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ビ
エ
ル
は
、
ア
ン
ジ
ロ
ウ
を
起
用



す
る
に
及
び
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
の
学
院
で
西
洋
の
学
問
を
修
得
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
間
に
彼
は
、
洗
礼
を
受
け
、
天
文
十
七
年(

一
五

四
八)
、
自
身
の
罪
障
を
追
っ
た
半
生
と
日
本
伝
道
の
決
意
し
た
手
紙
を
、
イ
エ
ズ
ス
会
会
長
ロ
ヨ
ラ
に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本

人
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
き
し
た
た
め
た
文
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
年
ア
ン
ジ
ロ
ウ
そ
し
て
シ
ャ
ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
に
上
陸
し
、

布
教
活
動
の
旅
を
平
戸
・
京
都
・堺
・
山
口
・
大
分
と
続
け
て
い
く
。
こ
の
布
教
で
、
大
友
宗
麟
（
豊
後
）
・
有
馬
晴
信
（
肥
前
）
・
大
村

そ
う
り
ん

純
忠
の
大
名
が
イ
タ
リ
ア
国
ロ
ー
マ(R

O
M
A
)

に
使
節
を
送
る
。
大
名
の
血
縁
者
で
あ
る
少
年
使
節
と
し
て
、
正
使
に
伊
東
マ
ン
シ

す
み
た
だ

ヨ
・
千
々
岩
ミ
ゲ
ル
・
副
使
に
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
原
マ
ル
チ
ノ
の
四
名
が
日
本
語
を
解
せ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
神
父
メ
ス
キ
ッ
タ
ュ
リ
ア

ン
を
仲
介
者
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
使
バ
リ
ニ
ャ
ニ
が
率
い
て
天
正
十(

一
五
八
二)

年
二
月
、
長
崎
を
出
航
し
て

い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
歴
訪
し
、
一
五
八
五
年
二
月
旅
の
最
終
目
的
地
ロ
ー
マ
で
ロ
ー
マ
法
王
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
に
謁
見
、
約

二
ヶ
月
を
此
の
地
で
過
ご
し
て
い
る
。
ベ
ネ
チ
ィ
ア
、
ミ
ラ
ノ
を
通
過
し
、
ス
ペ
イ
ン
国
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
上
陸
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
リ
ス
ボ
ン

か
ら
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
を
経
て
帰
国
し
た
の
が
天
正
十
五(

一
五
八
七)

年
で
あ
っ
た
。
※
參
考
ま
で
に
、NH

K

そ
の
時
歴
史
は
動
い
た
第

回
、
日
本

173

の
運
命
を
背
負
っ
た
少
年
た
ち
～
天
正
遣
欧
使
節
・
ロ
ー
マ
教
皇
謁
見
の
時
～
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
少
年
使
節
四
名
が
ロ
ー
マ
教
皇
〔
シ
ク
ス
ト
ゥ
五
世
〕
か
ら

え
っ
け
ん

帰
国
の
際
に
託
さ
れ
た
と
い
う
有
馬
晴
信
へ
の
贈
り
物
（reliq

u
iario

）
「
黄
金
の
十
字
架
」
〔
縱

㎝
、
横

㎝
、
二
十
二
金
〕
は
、
一
九
五
一
年
長
崎
県
南
有
馬
（
南
島
原

ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ

4,8

3,2

市
）
の
原
城
本
丸
跡
か
ら
発
見
さ
れ
現
在
、
大
阪
府
中
津
の
南
蛮
文
化
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
有
信
の
遺
品
と
し
て
現
存
す
る
山
梨
県
甲
府
市
大
和
町
の
栖
雲
寺
藏

「
伝
虚
空
蔵
菩
薩
像
〔
景
教
聖
像
〕
」
（「
國
華
」第13

30

号

第

編

第

冊
、
定
価
：46

00

円
（
税
込
）20

06

年08

月2
0

日
発
売
に
掲
載

）が
知
ら
れ
て
い
る
。

112

1

イ
タ
リ
ア
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
使
バ
リ
ニ
ャ
ニ
と
秀
吉

日
本
は
戦
乱
の
時
代
、
織
田
信
長
は
本
能
寺
で
家
臣
明
智
光
秀
に
倒
れ
、
そ
の
光
秀
を
倒
し
た
豊
臣
秀
吉
が
天
下
の
実
権
を

手
中
に
お
さ
め
た
頃
は
天
正
十
八
年
、
バ
リ
ニ
ャ
ニ
は
、
少
年
使
節
と
共
に
再
び
長
崎
の
地
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
京
都
の
聚

楽
第
に
お
い
て
国
書
を
捧
げ
、
欧
州
土
産
の
品
々
、
ア
ラ
ビ
ア
馬
を
献
上
す
る
。
秀
吉
と
直
接
日
本
語
で
会
話
し
た
の
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
で
あ
る
。
こ
の
折
り
、
西
洋
技
術
文
明
の
最
高
な
る
印
刷
機
と
そ
の
技
術
が
我
が
国
に
渡
来
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
二
十
五
年
の
間
、
九
州
天
草
学
林
で
印
刷
が
行
わ
れ
、
天
草
版(

キ
リ
シ
タ
ン
版)
と
総
称
さ
れ
る
印
刷
書
籍
二

十
九
種
が
現
存
す
る
。
実
に
稀
な
る
書
本
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
文
字
で
表
記
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た

ん
』
『
落
葉
集
』(

字
書)

。
羅
馬
字
綴
り
仕
立
て
の
『
エ
ソ
ポ
の
物
語
』(

イ
ソ
ッ
プ
物
語)

『
平
家
物
語
』
『
金
句
集
』
や
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日

本
語
大
文
典
』な
ど
、
さ
ら
に
は
『
日
葡
辞
書
』(

三
万
三
千
語
を
所
載
す
る)

も
編
纂
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

伊
達
家
家
臣
支
倉
常
長
、
太
平
洋
海
を
渡
る

時
代
は
再
び
大
き
く
動
き
出
す
。
秀
吉
の
対
外
交
流
政
策
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
布
教
を
認
め
な
か
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
と
ス
ペ

イ
ン
国
と
の
日
本
市
場
と
い
う
利
権
争
い
も
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
の
貫
い
た
姿
勢
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ

ペ
号
の
土
佐
浦
戸
に
入
港
し
た
と
き
、
積
み
荷
没
収
、
さ
ら
に
は
京
・
大
坂
の
宣
教
師
信
者
ら
二
十
六
人
を
長
崎
に
送
り
処
刑

断
行
と
い
う
布
教
弾
圧
政
策
と
な
っ
て
表
出
し
て
い
る
。
だ
が
、
ル
ソ
ン
壺
な
ど
の
品
々
に
は
目
を
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
秀
吉
亡
き
後
、
徳
川
家
康
が
実
権
を
集
中
に
お
さ
め
、
家
康
は
ル
ソ
ン
・
ア
ン
ナ
ン
・
メ
キ
シ
コ
貿
易
を
企
て
、
ス
ペ
イ
ン
宰
相

ド
ケ
・
デ
・
レ
ル
マ
宛
に
候
体
の
親
書
を
送
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
東
北(

仙
台)

の
覇
王
と
称
せ
ら
れ
る
伊
達
政
宗
も
メ
キ
シ

コ
貿
易
を
求
め
、
慶
長
十
八
年(

一
六
一
三)

、
ス
ペ
イ
ン
王
と
ロ
ー
マ
法
王
に
使
節
を
派
遣
す
る
企
て
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン

人
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
を
道
先
案
内
人
と
し
て
正
使
支
倉
六
右
衛
門
常
長
と
し
、
黄
金
二
千
両
と
日
本
人
一
五
〇
名
に
ス
ペ
イ
ン
人

は
せ
く
ら

四
〇
人
を
乗
せ
て
月
ケ
浦
を
出
航
し
、
太
平
洋
を
進
ん
で
メ
キ
シ
コ
・
ア
カ
プ
ル
コ
に
入
港
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
常
長
は
キ
ュ
ー
バ

に
あ
っ
て
洗
礼
を
受
け
、
ド
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
名
乗
り
は
じ
め
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
此
の
時
点
か
ら
「
六
右
衛
門
」
の

サ
イ
ン
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
国
マ
ド
リ
ッ
ド
で
フ
ェ
リ
ペ
三
世
に
謁
見
し
、
さ
ら
に
、
常
長
が
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
の
は
、

元
和
元(

一
六
一
五)

年
の
冬
で
あ
る
。
法
王
パ
ウ
ロ
五
世
に
謁
見
し
、
主
君
政
宗
公
の
書
状
を
捧
提
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
常
長
は



元
和
六(

一
六
二
〇)

年
に
帰
国
し
て
い
る
が
、
郷
里
仙
台
で
の
生
活
は
幽
閉
の
身
と
さ
れ
、
異
国
の
よ
す
が
を
何
も
語
ら
れ
な
い

ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。

三
浦
按
針
こ
と
ウ
イ
リ
ア
ム
・ア
ダ
ム
ス

言
語
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ラ
テ
ン
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
と
い
っ
た
欧
州
言
語
に
続
き
、
い
よ
い
よ
英
語
が
新
た
に
上
陸
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ

船
リ
ー
フ
デ
号
の
航
海
士
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
「
将
軍
」
家
康
は
大
阪
城
に
て
ア
ダ
ム
ス
と
引
見
し
て

い
る
。
彼
の
航
海
技
術
と
し
て
持
参
し
た
海
図
を
拡
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
国
が
独
立
戦
争
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
と
「
い
く
さ
」
し

て
い
る
こ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な
る
新
教
徒
で
あ
る
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
こ
の
乗
組
員
の
う
ち
、
航
海
士
ヤ
ン
・
ヨ
ス
テ
ン

は
江
戸
邸
を
も
ら
い
、
ア
ダ
ム
ス
も
家
康
の
信
任
を
得
て
帆
船
建
造
や
幾
何
・
地
理
を
講
じ
て
二
五
〇
石
取
り
の
武
士
と
し
て
、

日
本
名
「
三
浦
按
針
」
と
改
め
、
外
交
顧
問
と
し
て
も
家
康
の
諮
問
に
答
え
て
い
る
。
こ
の
船
長
で
あ
る
ク
ヮ
ケ
ル
ナ
ッ
ク
も
家
康
か

ら
貿
易
許
可
の
御
朱
印
状
を
受
け
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
届
け
る
目
的
で
慶
長
十(

一
六
〇
五)

年
、
平
戸
か
ら
マ
レ
ー
半

島
パ
タ
ニ
に
向
か
い
、
こ
こ
で
植
民
地
攻
撃
の
い
く
さ
に
加
わ
っ
て
戦
死
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
国
が
日
本
に
到
着
す
る
の
は
、
慶
長

十
四
年
の
月
日
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
も
た
ら
さ
れ
た
贈
答
品
の
品
々
に
、
人
の
コ
ト
バ
を
解
す
る
珍
鳥
オ
ウ
ム
一
羽
が

い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
も
東
洋
貿
易
に
進
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
船
ク
ロ
ー
ブ
号
が
慶
長
十
八
年
平
戸
に
入
港
し
て
い
る
。
こ
の

折
、
按
針
は
船
長
を
同
道
し
、
家
康
に
謁
見
し
て
い
る
。
こ
の
折
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
国
王
か
ら
献
上
さ
れ
た
品
物
と
し
て
「
望
遠
鏡
」
が

あ
る
。
こ
の
按
針
も
家
康
存
命
の
間
は
、
大
い
に
活
躍
が
許
さ
れ
た
が
、
家
康
亡
き
後
、
二
代
将
軍
秀
忠
か
ら
は
冷
遇
視
さ
れ
、

元
和
六(

一
六
二
〇)

年
、
滞
日
二
十
年
の
五
六
歳
の
生
涯
を
平
戸
で
終
え
て
い
る
。

島
原
の
乱
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
追
放

幕
府
は
、
や
が
て
海
禁
令
を
打
ち
出
す
こ
と
と
な
る
。
洗
礼
名
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
と
称
す
る
天
草
四
郎
時
貞
を
首
領
と
す
る
総
勢
三

万
七
千
の
キ
リ
ス
ト
信
者
が
原
城
に
立
て
籠
も
る
。
こ
の
と
き
、
幕
府
側
は
軍
勢
十
二
万
を
差
し
向
け
攻
撃
を
し
か
け
た
が
堅
城

に
阻
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
艦
砲
攻
撃
を
命
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
土
嚢
、
藁
屋
根
の
住
居
に
損
害
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
最
後
は
兵
糧
攻
め
で
平
定
し
て
い
る
。
こ
の
乱
後
、
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
強
め
、
寛
永
十
六
年
に
来
航
禁
止
を
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
申
し
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
と
は
、
九
十
余
年
に
渡
っ
て
交
渉
を
続
け
、
布
教
活
動
の
宣
教
師
の
数
は

七
十
万
人
に
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
理
会
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
変
わ
っ

て
元
禄
時
代
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が
通
詞
言
語
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
人
シ
ド
ッ
チ
の
日
本
上
陸

新
井
白
石
『
西
洋
紀
聞
』
は
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
の
語
っ
た
西
洋
の
状
況
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
よ

そ
七
年
が
か
り
で
ま
と
め
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
明
治
十
六
年
に
大
槻
文
彦
が
校
訂
す
る
ま
で
印
刷
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
文
献
資
料
な
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
身
近
な
書
物
と
し
て
は
、
岩
波
文
庫
に
、
さ
ら
に
平
凡
社
の
東
洋
文
庫

に
収

113

め
ら
れ
、
箱
入
り
単
行
本
と
し
て
は
岩
波
思
想
大
系
に
収
め
ら
れ
て
い
て
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
国
語
訳
も
こ
の
大
槻
本
に
相
ま
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
是
非
、
一
読
し
て
ほ
し
い
書
物
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

○
ま
た
カ
ス
テ
イ
ラ
と
申
す
は
、
イ
タ
リ
ヤ
な
ど
聞
え
し
地
に
近
き
國
に
て
、
む
か
し
、
其
國
に
て
作
り
出
せ
し
果
子
の
、

此
土
に
傳
へ
し
物
は
、
今
も
候
な
る
。

○
何
事
に
や
と
い
へ
ば
、
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
の
語
に
パ
ツ
ス
ル
と
申
す
も
の
ゝ
、
イ
タ
リ
ヤ
の
語
に
て
は
、
コ
ン
パ
ス
と
申
す
も
の
ゝ
事

に
候
と
申
す
。



○
其
北
海
の
中
、
セ
ン
ト
ヘ
ン
セ
ン
ト
と
い
ふ
小
島
は
、
タ
ン
バ
コ
を
出
す
所
也
と
い
ふ
。
セ
ン
ト
ヘ
ン
セ
ン
ト
、
漢
譯
未
レ

詳
。
タ

ン
バ
コ
は
、
漢
に
淡
把
姑
、
淡
婆
姑
、
淡
芭
菰
等
の
譯
あ
り
、
す
な
は
ち
に
こ
れ
烟
草
也
。

タ
ス
パ
ク
ー

タ
ス
ボ
ヲ
ク
ー

タ
ス
バ
タ
ー

○
そ
の
パ
タ
ゴ
ー
ラ
ス
、
す
な
わ
ち
漢
に
巴
大
温
と
譯
せ
し
所
也
。
ま
た
萬
國
坤
與
圖
に
、
此
方
孛
露
國
、
産

ス
レ

香
、
名

パ
タ

ウ

ン

ペ
ツ
ル
ウ

ク
二

巴
爾
娑
摩

ト
一

、
樹
上
生
ず
る
初
、
刀
を
以
て

劃
シ

レ

之
ヲ

油
出

ツ

、
塗

リ
テ

レ

尸
ニ

不
レ

敗
レ

と
い
ふ
。
す
な
わ
ち
こ
れ

パ

ル

サ

モ

ク
ワ
ク

西
洋
地
方
よ
り
出
る
所
、
パ
ル
サ
モ
と
い
ふ
も
の
、
此

ノ

樹
油
也
。
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
人
に
、
此
物
を
産
す
る
地
を
問

ふ
に
、
ペ
ー
ル
イ
ヒ
ヤ
ノ
ム
と
い
ふ
。
漢
に
孛
露
と
譯
せ
し
所
に
し
て
、
巴
爾
娑
摩
、
す
な
わ
ち
パ
ル
サ
モ
也
。

ヘ
ツ
ル
ウ

パ

ル

サ

モ

○
ま
づ
、
其
番
語
稱
じ
て
、
デ
ウ
ス
と
い
ふ
も
の
、
漢
に
翻
し
て
天
主
と
す
。（
中
略
）
今
西
人
の
説
を
き
く
に
、
番

テ
ン
シ
ユ

語
デ
ウ
ス
と
い
ふ
は
、
此
に
能
造
之
主
と
い
ふ
が
ご
と
く
、
た
ゞ
其
天
地
萬
物
を
剏

造
れ
る
も
の
を
さ
し
い
ふ
也
。
天

ハ
ジ
メ
ツ
ク

地
萬
物
自
ら
成
る
事
な
し
。
（
中
略
）
其
天
戒
を
破
り
し
も
の
、
罪
大
に
し
て
自
贖
ふ
べ
か
ら
ず
、
デ
ウ
ス
こ
れ

を
あ
は
れ
む
が
た
め
に
、
自
ら
誓
ひ
て
、
三
千
年
の
後
に
、
エ
イ
ズ
ス
と
生
れ
、
そ
れ
に
代
り
て
、
其
罪
を
贖
へ

り
と
い
ふ
説
の
ご
と
き
、
い
か
む
ぞ
、
嬰
兒
の
語
に
似
た
る
。

と
い
っ
た
抄
出
し
た
内
容
が
聞
き
書
き
と
し
て
詳
細
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
維
新
と
文
明
開
化

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ヘ
ボ
ン
編
纂
の
辞
書
『
和
英
語
林
集
成
』
が
あ
る
。
初
版
が
一
八
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
、
再
版
、
第
三
版
と
増
補
改

編
さ
れ
て
い
っ
た
。
第
三
版
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
に
収
載
さ
れ
、
文
庫
本
版
で
手
軽
に
利
用
で
き
る
書
物
と
成
っ
て
い
る
。
初
版

本
の
最
初
の
語
は
、
英
和
の
部
「Ab

acu
s

、So
ro
b
an
.

」
「Ab

aft,U
sh
iron

i.

」と
始
ま
る
。
初
版
「Ban

k,K
ishi;tszka;ad

zchi;kash
i;

kan
e-
kash

i.

」
と
表
現
す
る
も
の
を
第
三
版
「Gin

-
ko

>

ギ
ン
コ
ウ
銀
行n

.A
b
an
k.-

sh
ih
et;b

an
k

n
ote.

」と
変
更
し
て
い
る
な
ど

日
本
語
に
お
け
る
訳
語
新
漢
語
の
使
用
が
整
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
意
味
か
ら

も
必
携
の
辞
典
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
日
本
人
が
制
作
し
た
『哲
学
字
彙
』
（
一
八
一
一
年
）
も
注
目
さ
れ
る

べ
き
、
洋
語
を
翻
訳
し
た
新
漢
語
の
輩
出
に
欠
か
せ
な
い
語
彙
集
で
っ
た
。
次
に
抄
出
す
る
と
、
「Co

n
scio

u
sn
ess

意
識
」
「Exte

コ
ン

シ

ウ

ス

ニ
ツ

ス
n
sio

n

延
長

広
袤
」
〕
「Mem

b
er

肢
体
・
会
員
（
政
）
」
「Partn

ersh
ip

会
社
」
「So

lu
tio

n

解
答
」
「Scien

ce
理
学
、
科
学
」
「Ob

j

ect

物
、
志
向
、
正
鵠
、
客
観
」
「Pro

cess

暦
問
、
過
程
」
「Sen

se

覚
性
、
官
能
、
意
旨
」
〕
「Did

actics

教
授
法
」
「Lim

it

制
限
、

界
限
、
辺
際
、
限
度
、
端
倪
」
「Natio

n

国
、
国
民
」
「State

国
家
」
「Discretio

n

謹
慎
、
恭
敬
、
裁
量
」
「Trin

ity
三
位
一
体
、

按
、
基
督
教
徒
中
、
有
以
天
父
神
子
聖
霊
、
為
三
位
一
体
者
、
天
道
溯
原
、
固
一
而
三
、
三
而
一
者
也
」
「Natu

ral
selectio

n

自
然
淘
汰
」
「practice

実
用
、
力
行
、
実
践
」
「Free-

w
ill

自
由
意
志
」
「Free-

trad
e

自
由
貿
易
」
「Su

b
jective

主
観
的
、
心

界
的
」
「Co

m
m
o
n

sen
se

常
識
」
「Micro

co
sm

小
世
界
」
「Sen

tim
en
t

情
操
」
「Inven

tive
facu

lty

創
造
力
」
「Existen

ce

万
有
成
立
〈
按
現
象
之
外
、
別
有
広
大
無
辺
不
可
得
而
知
者
、
謂
之
万
有
成
立
之
字
、
出
于
李
密
陳
情
表
〉
存
体
、
存
在
、
生

物
」
〕
「Man

n
er

態
度
。
儀
容
」
「Ord

er

秩
序
」
「Statistics

統
計
学
」
「Catego

ry

範
疇
」
「pro

p
o
rtio

n

比
例
」
「Agn

o
sticis

m

不
可
思
議
論
、
按
、
苟
究
レ

理
、
則
天
地
万
象
、
皆
不
可
思
議
、
此
所
二

以
近
世
不
可
思
議
論
之
大
興
一

也
」
と
あ
る
。

ま
た
、
此
の
書
も
『
改
訂
増
補
哲
学
字
彙
』
〔
一
八
八
四
年
〕
に
編
ま
れ
て
い
て
、
「Criticism

批
評
、
鑑
識
」
「Interestin

g

有

趣
的
、
含
味
的
」
「Relatio

n

関
係
、
相
対
属
性
（
論
）
、
綱
紀
（
倫
）
、
戚
琬
（
世
）
、
関
預
」
「Co

u
rse

経
由
、
通
路
」
「En

cyclo
p
æ

d
ia

合
類
節
要
」
〕
「Betro

th
al

婚
約
、
結
縁
」
〕
「Po

w
er

権
勢
、
器
能
、
勢
力
、
権
威
、
自
乗
（
数
）
」
「Realizatio

n

実
現
」
「Par

tn
er

社
員
」
「So

cio
lo
gy

世
態
学

社
会
学
」
「Ingred

ien
t

成
分
」
「Grad

u
atio

n

卒
業
」
「Prim

e
m
in
ister

大
臣
。
宰
相
」
「R

epresen
tatio

n

再
現
力
、
代
表
」
「pro

sy

代
理
」と
増
補
さ
れ
て
い
て
現
今
の
漢
語
受
容
を
知
る
手
が
か
り
と
成
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
最
終
的
に
は
、
『
英
独
仏
和
哲
学
字
彙
』
〔
一
九
一
二
年
〕
「Self-

co
n
scio

u
sn
ess

自
覚

自
己
意
識

自
意
識
」
「Pa

n
theism

万
有
神
教
、
凡
神
教
（
凡
一
作
汎
）
へ
と
発
展
進
化
し
て
い
く
。



洋
語
と
い
う
外
来
語
と
日
本
文
化

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
流
れ
を
追
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
外
国
人
と
の
交
渉
が
浮
き
彫
り
成
っ
て
き
て
い
よ

う
。
明
治
以
降
の
海
外
か
ら
の
渡
航
者
、
逆
に
日
本
人
自
身
が
留
学
し
て
彼
地
で
学
ぶ
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
文
明
開

化
の
幕
開
け
が
こ
こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
社
会
が
新
た
な
文
明
を
受
け
入
れ
る
の
に
、
常
に
複
合
的
価
値
を
考
え
、
総
合
的
に
異
国
の
文
明
を
受
容
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
も
文
明
の
熟
成
期
に
一
気
に
受
容
を
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
と
き
、
漢
字
文
化
で
培
わ
れ

た
漢
語
に
よ
る
造
成
語
の
役
割
り
を
見
逃
し
て
は
成
る
ま
い
。

そ
の
一
例
と
し
て
「
馬
鈴
薯
」
と
は
、
小
学
館
『日
本
国
語
大
辞
典
』第
二
版
に
拠
れ
ば
、

ば
れ
い
し
ょ
【
馬
鈴
薯
】
〔
名
〕
「
ジ
ャ
ガ
い
も
（
─
芋
）
」
に
同
じ
。
《
季
・
秋
》

▼
ば
れ
い
し
ょ
の
花
《
季
・
夏
》
＊
物
品
識
名
〔
一
八
〇

九
〕
「
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ

馬
鈴
薯
」
＊
救
荒
二
物
考
〔
一
八
三
六
〕
「
馬
鈴
薯

和
名

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
い
も
、
甲
州
い
も
、
ち
ち
ぶ
い

も
」
＊
新
聞
雑
誌
‐
明
治
五
年
〔
一
八
七
二
〕
四
月
「
目
今
地
味
痩
た
り
と
雖
も
麦
と
馬
鈴
薯
（
バ
レ
イ
シ
ョ

じ
ゃ
が
た
ら
い
も
）

を
生
ぜ
ざ
る
な
く
」
【
語
誌
】
一
六
世
紀
末
に
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
古
名
）
か
ら
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
全
国
に
普
及

し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
優
良
品
種
の
持
ち
込
ま
れ
た
明
治
時
代
以
降
と
さ
れ
る
。
栽
培
の
盛
ん
な
東
日
本
で
は
、
方
言
の
種
類

が
多
く
、
分
布
も
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
、
収
穫
に
ま
つ
わ
る
名
称
と
し
て
ニ
ド
イ
モ
・
サ
ン
ド
イ
モ
（
収
穫
回
数
）
、
ゴ
シ
ョ
イ

モ
・
ゴ
ド
イ
モ
（
収
穫
量
の
多
い
こ
と
）
、
ナ
ツ
イ
モ
・
ア
キ
イ
モ
（
収
穫
時
期
）
、
地
名
に
ま
つ
わ
る
名
称
と
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ジ
ャ
ガ

タ
ラ
イ
モ
・
オ
ラ
ン
ダ
イ
モ
・
カ
ラ
イ
モ
・
ナ
ン
キ
ン
イ
モ
・
シ
コ
ク
イ
モ
・
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
イ
モ
、
外
国
語
に
由
来
す
る
名
称
と
し
て
カ
ン
プ

ラ
イ
モ
・
ア
ッ
プ
ラ
イ
モ
（
馬
鈴
薯
を
意
味
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語aard

ap
p
el

か
ら
）
、
形
状
に
ま
つ
わ
る
名
称
と
し
て
ア
ガ
エ
モ
（
表
皮
の

色
）
、
キ
ン
カ
イ
モ
（
表
皮
の
滑
ら
か
な
こ
と
）
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
【
語
源
説
】
駅
馬
の
鈴
の
よ
う
に
実
が
な
る
と
こ
ろ
か
ら
か

〔
『
外
来
語
の
話
』
新
村
出
〕
。
【
発
音
】
バ
レ
シ
ョ
〈
な
ま
り
〉
ア
ー
レ
ー
ロ
ー
・
バ
レ
ー
ジ
ョ
・
バ
レ
シ
ョ
〔
島
根
〕
バ
レ
ー
ソ
〔
岩
手
〕
バ
レ
ー
チ

ョ
〔鳥
取
・
豊
後
〕
バ
レ
ン
チ
ョ
ー
〔
豊
後
〕〈
標
ア
〉
□
レ

０
〈
京
ア
〉
０
【
辞
書
】
言
海
【
表
記
】
馬
鈴
薯
（
言
）

と
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
東
ア
ジ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
渡
来
し
た
「
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ
」
で
、
こ
れ
が
日
本
の
駅
馬
の
鈴
に
形
状
が
似

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
「
馬
鈴
薯
」と
表
記
し
て
云
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
、
「
石
鹸
」
即
ち
、
「
シ
ャ
ボ
ン
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
『
日
本
国
語
大
辞
典
』第
二
版
を
見
る
に
、

せ
っ
‐
け
ん
［
セ
キ
：
］
【
石
鹸
】
〔
名
〕
高
級
脂
肪
酸
の
金
属
塩
の
総
称
。
樹
脂
酸
・
ナ
フ
テ
ン
酸
の
塩
類
も
含
め
て
い
う
。
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
金
属
塩
の
ア
ル
カ
リ
石
鹸
と
ア
ル
カ
リ
金
属
以
外
の
金
属
塩
の
金
属
石
鹸
に
分
類
さ
れ
、
狭
義
で

は
前
者
を
指
す
。
ア
ル
カ
リ
石
鹸
は
水
溶
性
で
表
面
活
性
が
著
し
く
、
起
泡
力
を
も
ち
洗
浄
力
が
す
ぐ
れ
る
。
硬
軟
に
よ
り
硬
石

鹸
と
軟
石
鹸
に
、
ま
た
用
途
に
よ
り
化
粧
石
鹸
・
洗
濯
石
鹸
・
工
業
用
石
鹸
・
薬
用
石
鹸
・
特
殊
石
鹸
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
ふ

せ
ん
た
く

つ
う
、
石
鹸
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
こ
の
う
ち
の
硬
石
鹸
で
、
牛
脂
・
羊
脂
・
豚
脂
・
硬
化
油
・
ヤ
シ
油
・
綿
実
油
な
ど
を
適
当
に
配

合
し
た
油
脂
を
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
鹸
化
し
て
つ
く
る
。
＊
物
類
品
隲
〔
一
七
六
三
〕
一
「
石
鹸

和
名
、
シ
ャ
ボ
ン
、
煉

け

ん

か

も
の
な
り
。
和
産
な
し
」
＊
蘭
学
逕
〔
一
八
一
〇
〕
「
定
的
識
字

石
鹸
」
＊
和
英
語
林
集
成
（
初
版
）
〔
一
八
六
七
〕
「Sekk

en

セ
ッ

ケ
ン

石
鹸
」
＊
西
国
立
志
編
〔
一
八
七
〇
～
七
一
〕
〈
中
村
正
直
訳
〉
五
・
三
「
こ
れ
と
同
く
、
石
鹸
（
〈
注
〉
シ
ャ
ボ
ン
）
の
水
よ
り

湧
起
す
る
泡
沫
の
五
色
燦
爛
な
る
を
見
て
」
＊
吾
輩
は
猫
で
あ
る
〔
一
九
〇
五
～
〇
六
〕
〈
夏
目
漱
石
〉
二
「
も
ろ
肌
を
脱
い
で
石

鹸
で
磨
き
上
げ
た
皮
膚
が
ぴ
か
つ
い
て
」
＊
本
草
綱
目
‐
石
鹸
・
集
解
「
時
珍
曰
、
石
鹸
出
山
東
済
寧
諸
処
」
【
語
誌
】
織
豊
時
代

（
一
五
七
四
～
九
八
）
に
南
蛮
貿
易
に
よ
り
渡
来
し
た
。
言
葉
と
し
て
は
挙
例
の
「
本
草
綱
目
」
が
古
い
が
、
元
来
灰
汁
を
麦
粉
で

固
め
た
も
の
を
意
味
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
挙
例
の
「
物
類
品
隲
」
が
示
す
よ
う
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
あ
る
い
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
由
来

の
「
シ
ャ
ボ
ン
」
が
常
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
明
治
初
期
頃
に
な
る
と
、
漢
語
重
視
の
風
潮
に
よ
っ
て
「
石
鹸
」
と
い
う
表
記

が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
シ
ャ
ボ
ン
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
後
半
以
降
に
な
っ
て
、

漢
字
表
記
に
基
づ
く
「
セ
ッ
ケ
ン
」
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
【
方
言
】
植
物
、
え
ご
の
き
。
《
せ
っ
け
ん
》
福
井
県
勝
山
市

《
せ
っ
け
ん

036



の
き
〔
─
木
〕
》
鹿
児
島
県
肝
属
郡

【
発
音
】
〈
な
ま
り
〉
セ
ッ
キ
ン
〔
富
山
県
〕
【
辞
書
】
ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】
石
鹸
（
ヘ
・
言
）

965

シ
ャ
ボ
ン
〔
名
〕
（jab

o
n

の
古
い
発
音
か
ら
か
）
「
石
鹸
」
の
こ
と
。
サ
ボ
ン
。
＊
多
識
編
〔
一
六
三
一
〕
一
「
石
鹸

今
案
波
伊
乃
加
多

せ

つ
け

ん

末
里

又
云
岐
奴
阿
良
比
波
伊
、
是
蓋

今
自
南
蛮
来
志
也
保
牟
（
シ
ャ
ボ
ン
）
之
類
耶
」
＊
浮
世
草
子
・
風
俗
遊
仙
窟
〔
一
七

四
四
〕
三
「
し
ゃ
ぼ
ん
虚
粉
の
琢
磨
き
、
爪
紅
匂
ふ
身
嗜
」
＊
安
愚
楽
鍋
〔
一
八
七
一
～
七
二
〕
〈
仮
名
垣
魯
文
〉
初
「
い
ろ
あ
さ
ぐ

か

ら

こ

す

り
み
が

つ
ま

べ
に

み
だ
し
な
み

ろ
け
れ
ど
シ
ャ
ボ
ン
を
あ
さ
ゆ
ふ
つ
か
ふ
と
見
え
て
あ
く
ぬ
け
て
い
ろ
つ
や
よ
く
」
＊
東
京
新
繁
昌
記
〔
一
八
七
四
～
七
六
〕
〈
服
部

誠
一
〉
四
・
西
洋
断
髪
舗
「
全
頭
芟
り
了
れ
ば
則
ち
洗
膏
（
〈
注
〉
シ
ャ
ボ
ン
）
を
塗
て
而
し
て
之
を
沐
し
」
＊
「
愛
」
の
か
た
ち
（
一
九

四
八
）
〈
武
田
泰
淳
〉
三
「
シ
ャ
ボ
ン
を
つ
け
、
再
び
ゴ
シ
ゴ
シ
自
分
の
指
を
洗
っ
た
」
シ
ャ
ボ
ン
玉
。
ま
た
、
そ
の
も
と
に
な
る
石
鹸
液
。

＊
雑
俳
・
住
吉
御
田
植
〔
一
七
〇
〇
〕
「
丸
め
た
る
・
し
ゃ
ぼ
ん
吹
き
出
す
筆
の
軸
」
＊
狂
歌
・
才
蔵
集
〔
一
七
八
七
〕
八
「
風
と
出
て

風
と
き
え
や
す
き
世
の
人
は
吹
き
し
し
ゃ
ぼ
ん
の
あ
は
れ
は
か
な
き
」
【
語
誌
】
従
来
シ
ャ
ボ
ン
の
語
源
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
さ
れ
て

き
た
が
、
近
年
、
ス
ペ
イ
ン
語
（jab

o
n

）
説
が
出
さ
れ
、
有
力
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
サ
ボ
ン
と
い
う
語
形
も
存
す
る
が
、
こ
れ
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
語
源
で
あ
る
。
物
と
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
一
六
世
紀
末
の
南
蛮
貿
易
に
よ
る
。
言
葉
と
し
て
は
、
慶
長

元
年
（
一
五
九
六
）
八
月
九
州
博
多
の
豪
商
神
谷
宗
湛
が
石
田
三
成
に
シ
ャ
ボ
ン
を
贈
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
（
『
筑
前
神
谷
文

書
』
）
中
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
古
い
。
武
将
や
商
人
な
ど
の
贈
答
に
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
一
般
の
人
々
は
洗
剤
と
し
て
で
は

な
く
、
主
に
子
供
の
遊
び
の
「シ
ャ
ボ
ン
玉
」に
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
語
は
江
戸
時
代
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
が
、
明
治
時
代
以
降
、

文
章
語
で
あ
っ
た
「
石
鹸
」
が
次
第
に
口
頭
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
現
代
語
で
は
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
の
形
で
残
る
程

度
で
あ
る
。
【
方
言
】
植
物
。
え
ご
の
き
。
《
さ
ぼ
ん
》
加
州
†

石
川
県
加
賀

き
ぬ
が
わ
み
か
ん
（
絹
皮
蜜
柑
）
。
《
さ
ぼ
ん
》
愛

039

003

媛
県
一
部

た
に
う
つ
ぎ
（
谷
空
木
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ぐ
さ
〔
─
草
〕
》
新
潟
県

（
葉
を
も
む
と
泡
が
出
る
と
こ
ろ
か
ら
）
ゆ
う
が
ぎ

030

036

く
（
柚
香
菊
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ぐ
さ
》
長
野
県
北
佐
久
郡

よ
め
な
（
嫁
菜
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ぐ
さ
》
長
野
県
上
田

《
し
ゃ
ぼ
ん
ば
な

485

475

〔
─
花
〕
》
長
野
県
諏
訪

ひ
め
じ
ょ
お
ん
（
姫
女
苑
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ば
な
》
群
馬
県
山
田
郡

む
く
げ
（
木
槿
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ば
な
》

481

240

山
形
県
西
田
川
郡

（
花
か
ら
泡
が
出
る
と
こ
ろ
か
ら
）
野
生
の
撫
子
（
な
で
し
こ
）
。
《
し
ゃ
ぼ
ん
ば
な
》
岐
阜
県
飛
騨

【
発
音
】

139

502

〈
な
ま
り
〉
サ
ボ
ン
〔
岩
手
・
鳥
取
〕
シ
ポ
ン
〔
鳥
取
〕【
辞
書
】ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】石
鹸
（
ヘ
・
言
）

《
「
洋
語
」
の
実
際
》

『哲
学
字
彙
』
井
上
哲
次
郎
、
他
編
が
あ
る
。

《
參
考
資
料
》

『
日
本
外
来
語
の
研
究
』
楳
垣

実
著
〔
昭
和

年
、
研
究
社
刊
〕

38

『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版

.
.

ヘ
ボ
ン
〔
講
談
社
学
術
文
庫

〕

J

C

477

『日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
〔
小
学
館
刊
〕

◇
近
代
小
説
に
見
る
洋
語
「佐
々
木
邦
全
集
」奥
山
美
穂
さ
ん
の
卒
業
研
究
資
料


